
第 52 回羊蹄ジュニアクロスカントリースキー競技大会開催ガイダンス 

 

Ⅰ 基本注意事項 
 

１．三密を回避（下記の 3 点が生じる場所を徹底的に解消する） 

  ・密閉空間（換気の悪い密閉空間） 

  ・密集場所（多くの人が密集） 

  ・密接場面（互いに手を伸ばしたら届く距離での会話や発生） 

 

２．感染症対策 

  ・こまめに手洗いまたは手指の消毒を行う。 

  ・マスクを着用する。 

  ※マスクの着用については状況によって変わるが、スポーツ時以外は着用することとする。ま

た、選手については、フェイスマスクやネックウォーマー等で口・鼻を覆える場合、代替と

して使用できることとする。 

 

３．主催者側の対応 

  ・周辺医療機関の協力を得る。 

  ・3 密を回避する工夫を徹底する。 

  ・多くの人が頻繁に触れる箇所を清掃・消毒し、環境を清潔に保つ。 

 

４．大会に関わるすべての人がすべきこと 

  ・3 密を避けて行動することを徹底する。 

  ・体調管理を徹底する。 

  ・大会終了後、2 週間以内に発熱などの症状があった場合には、最寄りの保健所、診療所（かか

りつけ医）等に相談後、必ず大会主催者に報告する。 

  ・参加者の連絡先の把握をする。 

（主催者がすべての人の連絡先を把握することで不特定多数ではない状態を作ることが重要

なことや、万が一感染者が発生した場合、保健所から大会主催者に対して、感染者本人及び

濃厚接触者等への連絡をするために、連絡先の提供を求められる場合があるため、必ず把握

する。） 

 

５．危機管理体制の構築 

・感染症予防対策を打ち出し、感染者、濃厚接触者、感染疑いが発生した場合を想定し、行動

計画をまとめる。 

 
 
 
 



 
Ⅱ 配慮事項 
 

感染防止対策 

１．3 密を回避するためのソーシャルディスタンス 

  ①密閉空間の対策 

   ・トイレ等は定期的に室内換気を実施する。 

・テント等を締め切ることがないよう会場を管理する。 

  ②密集場所の対策 

   ・受付やスタート・フィニッシュ場所において、ソーシャルディスタンスを確保できる人数

制限を実施する。 

  ③密接場面の対策 

   ・受付やスタート・フィニッシュ場所において、ソーシャルディスタンスを確保できる人数

制限を実施する。 

   ・代表者が一括で受付をするなどして、極力接触する機会を削減する。 

 

２．競技参加者に対して実施する体調管理 

  ①大会出場承諾書の提出 

・選手及び監督者等については、大会当日を含めた 14 日間の体調を管理し、当日には指定す

る「大会出場承諾書」を提出させる。 

  ②参加者の体調確認 

・一見して体調が悪そうに見える競技参加者がいた場合については、その場で検温等を実施

し、状況によっては参加をさせない。 

  ③マスク着用 

・参加者はマスク着用を義務づける。（ただし選手はスポーツ時を例外とする。） 

  ④消毒の実施 

   ・手洗い・手指消毒の徹底を呼びかける。 

 

３．感染症の対応方針の遵守 

  ①感染者への対応 

   ・大会開催日の 3 週間前の時点、もしくはそれ以降にＰＣＲ検査もしくは抗原検査で陽性反

応があった場合、当該選手及びチームは参加を辞退、または主催者による出場権利の取消

を受ける。 

  ②濃厚接触者への対応 

   ・保健所から濃厚接触者と認められた場合、14 日間にわたり健康状態を観察する期間を経過

し、症状が出ていない選手の出場は認める。 

  ③感染疑い者への対応 

   ・大会開催 3 週間前の時点、もしくはそれ以降に感染疑い症状が発症していた場合、インフ

ルエンザ等の新型コロナウイルス以外の感染症のリスクもあるため、原則当該選手は参加

を辞退、または主催者による出場権利の取消を受ける。 



対象者毎の配慮事項 

１．共通事項 

  ①大会当日を含めた 14 日間の体調管理をし、大会当日に、競技参加者は「大会出場承諾書」を

競技役員は「スタッフ承諾書」を提出する。 

   ※以下の事項に該当する場合は、自主的に参加を見合わせること。 

    ・体調がよくない場合（例：発熱、咳、咽頭痛などの症状がある場合） 

    ・同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 

    ・過去 14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等へ

の渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合 

  ②マスク着用、手洗い等を徹底する。 

 

２．競技者 

  ①競技者の大会出場承諾書をチームの代表者が取りまとめ主催者に報告・提出する。 

  ②ウォーミングアップは極力個別に行う。 

  ③競技用具使用後は手洗い・手指消毒をする。 

  ④スポーツ時につばや痰をはくことは極力行わない。 

  ⑤ゴミは各自で処理をする。 

  

３．主催者・競技役員 

  ①競技者と接触を減らす工夫をする。 

  ②共用器具、通信機器、審判用具、計測機器等の使用後は、手洗い・手指の消毒を欠かさない。 

 

４．チーム関係者・応援者・観客 

  ①観客を入れない、または観客を限定的に入れても十分な広さがある場合において、3 密を防

ぐためのスペースを用意し、有効的に活用する。 

  ②声を出しての応援、集団での応援を行わない。 

  ③競技者に付き添う場合の競技者との接触、ソーシャルディスタンスを確保し、会話に注意す

る。（本大会はコース会場内への保護者等の入場は不可とするため、付き添いを必要としない

者の参加を推奨する。） 

  



競技種目毎の配慮事項 

１．競技運営・種目共通の配慮事項 

  ①三密を回避できるよう、1 日の競技大会の参加人数を設定する。設定する際には、レース間

隔などにも配慮し、感染防止策がとれる範囲で設定する。 

  ②スタート待機及び招集時間を分割し密集を防ぐため、タイムテーブルを設定する。 

  ③滞在時間短縮のため、競技者の紹介は簡略化する。 

  ④監督者等は選手に向かって話す際は、マスク着用の上、ソーシャルディスタンスに配慮した

上で呼びかける。 

  ⑤競技中やフィニッシュ後に倒れ込んだ競技者のケアについては、感染防止策（マスク等）を

実施しているスタッフにより対応する。 

  ⑥レース後は、手洗いへ直行するための導線を確保し、手洗いや洗顔等をするよう促す。 

  ⑦記録の発表については、掲示板周辺での密集を避けるため、掲示場所の分散やＷｅｂ等を活

用した発表方法を実施する。 

  ⑧表彰式は密集を避けるため実施せず、別の表彰方法を検討する。 

  ⑨開会式・閉会式は原則実施せず、場内放送等での周知を徹底する。 

  ⑩場内放送でコロナウイルス対策を積極的にアナウンスする。 

 

施設における配慮事項 

１．会場入場時の配慮事項 

  ①競技役員及び競技者の受付窓口など、対面して受付を行う場所には遮蔽幕を設置するか、フ

ェイスシールド等を着用して対応する。 

  ②会場入口には手指の消毒液を準備する。 

 

２．施設利用上の配慮事項 

  ①密室が想定される場所においては、換気を実施する。 

  ②多くの者が接触する可能性がある箇所の清掃（消毒）頻度を増やす。 

  ③トイレ（便座、ドアノブ、水洗トイレのレバー等）を清潔に保つ。（便座の蓋をしてから流す） 

 

３．ウォーミングアップ会場の配慮事項 

  ①ソーシャルディスタンスの確保を工夫する。 

  



競技大会終了後の対応事項 

１．施設所有者・管理者への確認事項 

  ①競技終了後にはすべての箇所（机、いす、ドアノブ、パソコン、トイレ等）を消毒する。 

  ②競技終了後にはすべての競技用機材を消毒する。 

 

２．参加者への周知事項と主催者の対応事項 

  ①参加者から新型コロナウイルス感染症を発症したとの報告があった場合や、地域の生活圏に

おいて感染拡大の可能性が報告された場合の対応方針については、町の衛生部局とあらかじ

め検討しておく。 

  ②参加者は症状が 4 日間以上続く場合は、必ず大会主催者へ報告する。 

  ③主催者は競技大会終了後、2 週間以内に感染の報告を受けた場合、感染の情報を入手し、町の

衛生部局と協議し、指示に従い協力する。 

  ※感染状況等に関する情報については、健康リスクが個人・社会に与える影響を最小限にする

ため、積極的に公表する必要がある。ただし、公表に当たっては、感染者等に対して不当な

差別及び偏見が生じないよう、個人情報の保護に留意する。 

 

大会主催者の免責事項 

 １．大会主催者の責任の範囲を明確にする 

   ①大会主催者は、競技大会に関わるすべての人の感染に対するいかなる責任を負わない。 

 

個人情報取得の同意 

 １．個人情報の取得においては、新型コロナウイルス感染症予防対策目的として収録する旨の同

意を取得する。 

 

 ２．個人情報を第三者（保健所や医療機関等）へ提供することへの同意を取得する。 

 

 ３．個人情報の保管期間や取得した個人情報は大会終了後 6 か月までとする。 


